


地域の輝き
磨く人たち
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特
集
第
４
回

神
代
地
域

　
佐
竹
公
の
お
国
替
え
の
際
、
厄
払

い
の
舞
が
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
「
梅

沢
さ
さ
ら
」
８
月
13
日
か
ら
、
先
祖

の
供
養
、
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
な

ど
祈
願
し
行
わ
れ
ま
す
。

　「
梅
沢
さ
さ
ら
保
存
会
」
の
代
表
大

山
哲
夫
さ
ん
は
「
梅
沢
さ
さ
ら
は
手

踊
り
に
似
た
特
色
が
あ
る
と
思
う
。

昔
の
人
は
こ
の
踊
り
を
良
く
考
え
た

モ
ノ
だ
。
自
分
も
40
年
以
上
踊
っ
て

い
る
が
、
完
璧
だ
と
思
っ
た
時
は
な

い
」
と
語
り
ま
す
。

「
現
在
の
活
動
は
６
～
７
人
。
人
手
不

足
は
あ
る
が
、
練
習
に
す
ぐ
集
ま
っ

て
く
れ
る
、
さ
さ
ら
が
好
き
な
み
ん

な
が
い
る
か
ら
活
動
で
き
る
」
と
大

山
さ
ん
。「
大
切
な
地
域
芸
能
だ
が

気
負
っ
て
ば
か
り
で
無
く
、
楽
し
ん

で
続
け
、
伝
承
に
繋
が
れ
ば
と
、
自

然
体
で
取
り
組
ん
で
ま
す
」
と
も
。

　
踊
り
の
動
き
を
見
せ
て
く
れ
な
が

ら
、「
お
盆
に
向
け
、
そ
ろ
そ
ろ
練
習

の
段
取
り
を
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い

る
大
山
さ
ん
で
し
た
。

「
梅
沢
さ
さ
ら
保
存
会
」

　
　
　
楽
し
み
、
伝
え
る
伝
統

　
最
近
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
郷
土

芸
能
の
方
々
と
お
話
し
す
る
機
会
が

非
常
に
多
く
な
り
ま
し
た
。
伝
統
芸

能
の
後
継
者
の
お
話
は
　
切
っ
て
も

切
れ
な
い
問
題
で
す
。 

　
ま
た
昔
か
ら
伝
承
さ
れ
る
一
度
も

聞
い
た
こ
と
の
な
か
っ
た
郷
土
芸
能

で
あ
っ
て
も
　
不
思
議
と
心
地
よ
さ

を
感
じ
ま
す
。 

そ
う
い
っ
た
芸
能

が
な
く
な
っ
て
い
く
中
、
子
ど
も
た

ち
に
も
『
や
っ
て
み
た
い
！
』
と
思

わ
せ
る
よ
う
な
演
奏
を
し
た
い
と
心

が
け
て
い
ま
す
。 

　
自
分
ら
は
創
作
太
鼓
や
篠
笛
を
メ

イ
ン
に
し
た
曲
を
作
り
演
奏
し
て
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
は
地
元
の
郷
土
芸

能
の
一
部
と
な
れ
る
よ
う
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
今
後
は
　
秋
田
の
風
土
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
曲
も
作
っ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

先
人
か
ら
引
き
継
ぐ
、

　
　
　
　
豊
か
な
文
化
へ
の
思
い

　
仙
北
市
の
南
方
中
央
に
位
置
す
る
神
代
地

域
は
、
多
く
の
田
畑
を
有
す
る
米
ど
こ
ろ
。

　
屋
敷
杉
に
囲
ま
れ
た
農
家
が
点
在
す
る
、

田
園
風
景
が
広
が
り
ま
す
。

　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、　
特
色
豊
か
な

神
代
、
様
々
な
魅
力
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
佐
藤
貞
子
か
ら
直
接
踊
り
の
指
導

受
け
、
現
在
高
橋
キ
ヌ
子
社
中
で
、

指
導
を
続
け
る
高
橋
キ
ヌ
さ
ん
の
稽

古
場
へ
、
小
さ
な
踊
り
手
た
ち
が
集

ま
り
ま
す
。

　「
指
先
伸
ば
し
て
、
し
っ
か
り
腕

を
上
げ
て
」
キ
ヌ
さ
ん
の
教
え
に
、

か
わ
い
ら
し
い
踊
り
手
た
ち
は
、
一

生
懸
命
に
踊
り
ま
す
。

　
現
在
、
自
宅
で
の
稽
古
、
生
保
内

で
の
稽
古
の
他
、
湯
沢
市
な
ど
を
含

め
る
と
50
人
を
越
え
る
お
弟
子
さ
ん

に
な
る
と
か
。

　
名
人
の
技
が
次
の
世
代
に
引
き
継

が
れ
て
い
き
ま
す
。

「梅沢ささら保存会」

代表　大山哲夫さん

高橋キヌさん

県内外はもちろん、海外でもご活躍の安藤兄弟
地元芸能へのコメントを寄せてもらいました。

「高橋キヌ子社中」
引き継がれる芸能

芸能の宝庫     「神代地域」

新
し
い
力
「
安
藤
兄
弟
」

地
元
芸
能
へ
の
思
い安藤恵介さん 安藤陽介さん

丁寧な指導が続きます

神
代

　
仙
北
の
地
に
は
数
多
く
の
郷
土
芸
能
が
生

ま
れ
、
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
神
代
地
域
に
も
お
囃
子
や
踊
り
の
「
組
」

が
あ
り
、
近
郷
と
共
に
角
館
の
お
祭
り
に
深

く
関
わ
り
、
そ
の
一
役
を
昔
か
ら
担
っ
て
き

ま
し
た
。

　
角
館
の
お
祭
り
は
囃
子
手
、
踊
り
手
が
「
聞

か
せ
る
た
め
」「
見
せ
る
た
め
」
の
場
所
と
な

り
、
お
互
い
に
そ
の
芸
を
磨
き
、
競
い
合
い
、

育
て
て
行
き
、
芸
能
の
盛
ん
な
地
域
を
、
生

み
だ
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
神
代
の
こ
う
し
た
土
壌
は
、
横
笛
の
名
手

「
佐
藤
清
賢
」、
秋
田
お
ば
こ
の
女
王
「
佐
藤

貞
子
」
親
子
を
は
じ
め
、
八
人
芸
を
演
じ
た

津
嶋
留
吉
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
芸
人
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。
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地
域
の
環
境
整
備
か
ら
基
幹
産
業
へ
活
力
を

防災マップを作成し自主

防災意識の向上をめざし

ます。

　
神
代
地
域
運
営
体
は
、
昨
年
９
月
に
設

立
さ
れ
、
現
在
、
生
活
環
境
支
援
部
、
福

祉
支
援
部
、
産
業
振
興
支
援
部
、
伝
統
文

化
支
援
部
の
４
部
門
を
柱
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
正
副
会
長
、
支

援
部
正
副
部
長
と
理
事
で
構
成
さ
れ
た
役

員
会
が
決
定
機
関
で
す
。
常
に
合
議
制
の

も
と
に
支
援
部
ご
と
に
計
画
か
ら
実
施
ま

で
、
５
年
先
を
見
越
し
た
計
画
で
精
力
的

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
運
営
体
制
度
の
今
後
さ
ら

な
る
充
実
、
発
展
を
し
て
い
く
こ
と
を
切

に
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

神代小学校児童からデザ

インを募集し、案内看板

を作成。「活力ある神代

の創造」のシンボルとし

ての役割も担います。

若
者
会
も
参
加
し
次
世
代
へ

　
地
域
の
運
動
会
を
復
活
さ
せ
た
い
と
の

話
し
か
ら
若
者
会
（
神
友
会
）
が
運
営
体

の
活
動
に
参
加
。「
他
で
は
な
か
な
か
な

い
と
思
う
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
す
細
川
会

長
は
、「
若
い
人
た
ち
を
育
て
て
、
次
の

バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
も
任
務
と
思
っ
て
い

る
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　『
産
業
振
興
支
援
部
』
で
は
、
昨
年
、
冬

が
っ
こ
コ
ン
ク
ー
ル
や
山
の
芋
創
作
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　
神
代
の
基
幹
産
業
は
農
業
。
農
家
に
活

気
が
戻
る
よ
う
に
時
間
を
か
け
て
や
り
遂

げ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
で
、
今
年
度
も

地
産
地
消
を
軸
と
し
て
地
域
の
活
性
化
を

め
ざ
し
ま
す
。

　『
福
祉
支
援
部
』
の
冬
の
一
大
事
業
、
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
昨
年
の
よ
う
な
豪
雪

で
は
除
雪
作
業
も
一
苦
労
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
を
登
録
制
に
し
、
40
人
以
上
が

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
家
庭
の
除
雪
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
よ
り
充
実
し
、
行
政
と
も
連

携
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

　『
伝
統
文
化
支
援
部
』
で
は
、
地
域
の

伝
統
文
化
財
産
の
発
掘
と
保
護
、
継
承
を

担
っ
て
い
き
ま
す
。
梅
沢
さ
さ
ら
の
獅
子

頭
の
修
復
も
終
え
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で

す
。

「今の地道な活動が数年後、今

の数倍もの効果を産むと信じて

いる」

会長　細川俊雄さん

夏
　
ア
ル
ミ
缶
・
プ
ル
タ
ブ
回
収
活
動
　

資
源
を
大
切
に

収
益
金
を
福
祉
に
役
立
て
よ
う

春
　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
　

地
域
の
環
境
を
考
え
て
み
よ
う

冬
　
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
よ
う

秋
　
抱
返
り
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

郷
土
の
財
産
を
守
ろ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
伝
統
行
事

　「
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
生
徒
た
ち

は
様
々
な
つ
な
が
り
を
学
ん
で
い
き
ま

す
」
と
佐
藤
先
生
。
そ
の
つ
な
が
り
に
欠

か
せ
な
い
『
あ
い
さ
つ
』
か
ら
、
活
動
を

通
じ
た
成
長
が
伺
え
ま
す
。

４
つ
の
柱
で
先
輩
か
ら
後
輩
へ

～
若
者
会
の
運
営
体
入
り
実
現
～

郷
土
が
生
ん
だ
作
曲
家

平
岡
均
之
　（
１
９
０
１
～
１
９
７
６
）

　
本
名
、
均
。
昭
和
３
年
に
文
部
省
が
公

募
し
た
大
礼
奉
祝
歌
で
、
見
事
１
位
に
入

選
。
こ
の
年
郷
里
小
松
小
学
校
50
周
年
を

記
念
し
制
定
し
た
校
歌
の
作
曲
も
し
て
い

ま
す
。

　
奉
祝
歌
の
入
選
を
機
に
、
教
職
の
傍
ら

音
楽
家
と
し
て
も
活
動
。
代
表
作
「
若
葉
」

(

松
永
み
や
を
作
詞)

は
、
文
部
省
唱
歌
の

名
曲
と
し
て
愛
唱
さ
れ

今
に
伝
わ
り
ま
す
。
功

績
を
讃
え
、
神
代
中
学

校
隣
接
地
に
音
楽
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

辰
子
生
誕
の
地

院
内
「
辰
子
屋
敷
」

　
永
遠
の
美
し
さ
を
願
い
、
田
沢
湖
の
主

に
な
っ
た
「
辰
子
」。
田
沢
湖
に
伝
わ
る

伝
説
の
主
人
公
辰
子
の
生
ま
れ
た
地
が
神

代
字
院
内
岡
崎
字
神
成
沢
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
家
は
「
辰
子
屋
敷
」

と
呼
ば
れ
院
内
地
域
の

奥
に
静
か
に
た
た
ず
ん

で
い
ま
す
。

　
毎
年
、
た
ざ
わ
湖
龍

神
ま
つ
り
に
合
わ
せ
地

元
「
院
内
辰
子
を
守
る

会
」
の
皆
さ
ん
が
神
事

を
行
い
守
っ
て
い
ま
す
。

　『
生
活
環
境
支
援
部
』
で
は
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　「
神
代
は
集
落
が
点
在
し
、
面
積
も
広

い
」
と
細
川
会
長
。
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
い
う
意
識
の
高
ま

り
を
感
じ
ま
す
。

冬がっこコンクール。45 人から 112 点
の出品がありました。

除雪ボランティア出陣式。高齢者や一
人暮らしを守るため、42 人の隊員が登
録しています。

金
峰
神
社

　
元
正
天
皇
養
老
２
年

（
７
１
８
年
）
創
立
。
拝

殿
は
宝
暦
２
年
、
本
殿
が

大
正
10
年
に
建
立
。
仁
王

門
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仁

王
像
は
１
本
の
杉
の
巨
木

で
２
体
の
仁
王
像
を
彫
刻

し
た
も
の
で
す
。
参
道
並

木
は
昭
和
59
年
に
秋
田
県

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

地
域
芸
能
の
礎

佐
藤
清
賢
、
貞
子
親
子

　
秋
田
お
ば
こ
の
女
王
と
呼
ば
れ
、
全
国

に
秋
田
民
謡
を
広
め
た
娘
、
貞
子
。
読
み

書
き
、
そ
ろ
ば
ん
が
達
者
な
上
、
横
笛
は

近
隣
に
並
ぶ
者
無
し
と
言
わ
れ
た
父
、
清

賢
。
二
人
の
一
座
は
東
京
で
の
全
国
芸
能

競
演
会
で
、
見
事
１
位
に
輝
き
ま
す
。

　
貞
子
の
名
は
そ
の
美
声
と
共
に
全
国
に

知
れ
、
清
賢
に
も
時
の
東
京
府
知
事
よ
り

「
嬉
遊
軒
笛
王
斎
叶
山
」
の
称
号
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
親
子
は
そ
の
後
、
全
国
を

興
行
し
て
歩
き
ま
す
。

　
仙
北
地
域
の
郷
土
芸
能
を
語
る
際
に

は
、
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　「
自
ら
判
断
し
、
思
い
や
り
の
心
を
持

ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
徒
」
を
神
代

中
学
校
（
清
水
睦
男
校
長
）
で
は
教
育
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
に
向
か

い
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
全
校
生
徒
が
参
加
す
る
地
域
に
根
ざ

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、「
地
域
清
掃

活
動
」「
ア
ル
ミ
缶
・
プ
ル
タ
ブ
回
収
」「
抱

返
り
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」「
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」。
こ
れ
ら
は
『
４
つ
の
柱
』
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
担
当
す
る
佐
藤
義
紀
先
生
は
「
生
徒
の

中
で
も
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
活
動
時
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
生
徒
間
の
つ
な
が
り
に
も

良
い
影
響
が
出
て
い
ま
す
」
と
、
こ
の
取

り
組
み
へ
の
効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地

元
の
人
か
ら
も
「
あ
い
さ
つ
が
と
て
も
い

い
」
と
、
生
徒
へ
の
印
象
も
高
評
価
で
す
。
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か
た
く
り
の
里
夏
祭
り

郷
土
芸
能
・
バ
ン
ド
演
奏
で
盛
り
上
が
る

　
７
月
17
日
、
西
木
町
「
か
た
く
り

館
」
で
「
か
た
く
り
の
里
夏
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
館
前
駐
車
場
に
設
置
さ
れ
た
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
暑
い
日
差
し
に
負
け

ず
、
出
演
者
が
郷
土
芸
能
や
バ
ン
ド

演
奏
を
熱
演
。
集
ま
っ
た
大
勢
の
観

客
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

生
保
内
川
で
総
合
学
習

生
き
物
た
く
さ
ん
見
つ
け
た
よ

秋
田
内
陸
線
沿
線
地
域
懇
談
会

存
続
へ
の
思
い
を
共
有

高
齢
者
叙
勲

中
村
正
一
氏
受
章

　
７
月
20
日
、
生
保
内
小
学
校
の
４

年
生
児
童
50
人
が
、
生
保
内
川
砂
防

堰
堤
公
園
で
総
合
学
習
を
行
い
ま
し

た
。

　
生
保
内
地
域
の
環
境
の
素
晴
ら
し

さ
を
学
び
、
き
れ
い
な
川
を
守
っ
て

い
く
意
識
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
こ
の
学
習
で
、
児
童
が
実
際
に

川
に
入
っ
た
り
魚
な
ど
を
捕
ま
え

て
、
地
元
の
自
然
や
生
き
物
に
ふ
れ

あ
い
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
に
生
保
内
町
議
会
議
員

に
初
当
選
。昭
和
31
年
の
合
併
後
は
、

田
沢
湖
町
議
会
議
員
と
し
て
昭
和
52

年
９
月
ま
で
５
期
19
年
余
の
長
き
に

わ
た
り
在
職
。
こ
の
間
、
教
育
民
生

常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任

し
、
地
方
自
治
発
展
の
た
め
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱

が
地
域
住
民
と
存
続
に
向
け
た
熱
意

を
共
有
し
、
行
動
を
具
体
的
に
起
こ

す
た
め
、
沿
線
地
域
で
住
民
懇
談
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
桧
木
内
地
区
と
西
明
寺
地
区
で
開

催
さ
れ
た
懇
談
会
に
は
、
延
べ
60
人

ほ
ど
が
出
席
し
、
会
社
側
か
ら
は
沿

線
住
民
の
積
極
的
な
乗
車
の
ほ
か
応

援
広
告
な
ど
多
様
な
支
援
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
存
続
の
た
め
に
は
圏
域
外

か
ら
の
誘
客
が
必
要
で
あ
り
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
営
業
マ
ン
と
な
り
地

域
ぐ
る
み
で
内
陸
線
の
情
報
発
信
に

努
め
て
い
く
こ
と
や
、
継
続
的
に
懇

談
会
を
持
つ
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま

し
た
。

写
真
：
羽
後
中
里
駅
付
近
を
走
る

内
陸
線

　
秋
田
内
陸
線
は
、
平
成
24
年
度

ま
で
に
経
常
損
失
額
２
億
円
以
内

と
す
る
目
標
を
掲
げ
、
達
成
で
き

な
け
れ
ば
経
営
の
抜
本
的
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
様
々
な
支
援
団
体
と
と
も

に
懸
命
な
努
力
を
続
け
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
の
減
少
に
歯
止
め
が

掛
か
ら
な
い
厳
し
い
現
状
に
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
度
、
県
内
各
地
で
行
わ
れ
ま

し
た
全
県
中
学
総
体
で
、
市
内
中
学

生
が
次
の
と
お
り
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
８
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
東
北
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

「
ク
ニ
マ
ス
特
別
展
示
展
」（
８
月
31
日
ま
で
）

稀
少
標
本
展
示
始
ま
る

　
７
月
23
日
か
ら
、
田
沢
湖
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
「
フ
ォ
レ
イ
ク
」（
Ｊ

Ｒ
田
沢
湖
駅
構
内
）
で
「
ク
ニ
マ
ス

特
別
展
示
展
（
第
１
部
）」
が
開
催

さ
れ
、
23
日
当
日
は
展
示
会
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
展
示
会
場
に
は
、
京
都
大
学
か
ら

借
り
受
け
た
西
湖
で
昨
年
捕
獲
さ
れ

た
ク
ニ
マ
ス
の
標
本
な
ど
の
他
、
漫

画
家
矢
口
高
雄
さ
ん
の
釣
り
キ
チ
三

平
「
地
底
湖
の
キ
ノ
シ
リ
マ
ス
」
の

原
画
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
31
日
ま
で
開
催
。
展
示
時
間
９

時
～
17
時
。
入
場
無
料
。
８
月
４
日

か
ら
は
展
示
を
替
え
た
第
２
部
と
な

り
ま
す)

全
県
中
学
総
体

市
内
選
手
活
躍
！

第
41
回
た
ざ
わ
湖
・
龍
神
ま
つ
り

２
体
の
龍
が
湖
畔
に
舞
う

　
７
月
23
日
、
第
41
回
た
ざ
わ
湖
・

龍
神
ま
つ
り
が
田
沢
湖
畔
白
浜
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
屋
台
村
や
出
店
が
並

び
、
た
ざ
わ
湖
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｋ
Ｏ
音
楽
祭

な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
午
後
７
時
か
ら
は
龍

神
祭
が
行
わ
れ
、
若
者
ら
に
担
が
れ

た
辰
子
龍
と
八
郎
太
郎
龍
が
登
場
。

突
然
の
雨
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、

湖
畔
を
勇
壮
に
舞
い
踊
り
ま
し
た
。

祭
り
の
最
後
に
は
花
火
が
、
約
40
分

に
わ
た
り
打
ち
上
げ
ら
れ
、
湖
を
彩

り
ま
し
た
。

　
大
会
成
績
（
敬
称
略
）

剣
道
女
子
団
体
戦

　
第
２
位　
生
保
内
中
学
校

　
（
畠
山
若
那
・
比
嘉
花
南
美
・

　
佐
藤
結
衣
・
田
口
志
織
・

　
畠
山
綾
音
・
浦
山
依
緒
里
・

　
相
馬
優
花
）

剣
道
男
子
個
人
戦

　
第
５
位　
田
口
優
人（
生
保
内
中
）

陸
上
競
技
１
年
男
子
１
０
０
Ｍ

　
第
２
位　
酒
出
拓
望（
生
保
内
中
）

柔
道
男
子
81
㎏
級

　
第
３
位　
竹
林
祥
（
角
館
中
）

地
域
の
話
題
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田
舎
暮
ら
し
を
希
望
さ
れ
る
方
に

仙
北
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

　

仙
北
市
で
は
、
定
住
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
田
舎
暮
ら
し
を
希

望
さ
れ
る
方
に
市
内
の
空
き
家
を
紹
介
し
て
い
ま
す
（
空
き
家
情

報
バ
ン
ク
）。

　

利
用
登
録
さ
れ
ま
す
と
、
利
用
希
望
者
に
空
き
家
の
詳
細
な
情

報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

【
手
続
き
の
流
れ
】

①
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
、
空
き
家
の
所
有

　

者
の
方
は
、
必
要
書
類
を
添
付
し
申
込
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。
市
で
は
申
請
さ
れ
た
情
報
を
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に

　

登
録
し
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
定
住
応
援
情
報
「
え
ぐ
き

　

て
け
だ
ん
し
」
に
掲
載
し
ま
す
。

②
仙
北
市
へ
の
移
住
を
考
え
、
空
き
家
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い

　

る
方
か
ら
利
用
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
空
き
家
情
報

　

バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。

③
登
録
さ
れ
た
空
き
家
情
報
を
利
用
希
望
者
へ
提
供
し
ま
す
。

④
現
地
見
学
に
あ
た
っ
て
は
、
市
役
所
が
所
有
者
等
と
日
程
調
整

　

し
、
現
地
へ
ご
案
内
し
ま
す
。
利
用
希
望
者
か
ら
購
入
・
賃
借

　

希
望
に
つ
い
て
受
け
付
け
ま
す
。

⑤
空
き
家
所
有
者
の
方
へ
連
絡
し
ま
す
。

⑥
空
き
家
の
売
買
・
賃
貸
に
つ
い
て
、
空
き
家
所
有
者
と
利
用
希

　

望
者
で
交
渉
か
ら
契
約
ま
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
仙
北
市
で
は
、
情
報
の
紹
介
や
必
要
な
連
絡
調
整
等
を
行
い
ま

す
が
、
物
件
の
売
買
・
賃
貸
借
に
関
す
る
交
渉
、
契
約
に
関
し
て

の
仲
介
行
為
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
契
約
後
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に
つ
い
て
も
当
事
者
間
で
解
決

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
仙
北
市
企
画
振
興
課　
　

（
43
）
１
１
１
２

【
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
場
合
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す
】

●
定
住
促
進
奨
励
金
交
付
申
請
書

●
土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
権
が
確
認
で
き
る
書
類

●
確
約
書

【
問
合
せ
】
仙
北
市
企
画
振
興
課　
　

（
43
）
１
１
１
２

空
き
家
利
用
希
望
者

空
き
家
所
有
者

空
き
家
情
報
バ
ン
ク

①空き家情報登録 ②利用希望者登録

③情報提供

④現地見学・購入・

　賃借希望⑤利用希望連絡

⑥売買・賃貸の交渉、契約

【制度のイメージ】

定
住
対
策
と
し
て
３
年
間
交
付

仙
北
市
定
住
促
進
奨
励
金

　

仙
北
市
で
は
、
５
年
以
上
市
外
に
在
住
し
て
い
た
方
が
、
５
年

以
上
の
定
住
を
目
的
に
、
市
内
で
新
規
に
宅
地
や
家
屋
を
取
得
し

た
場
合
、
仙
北
市
定
住
促
進
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
額
は
、
当
該
年
度
に
支
払
っ
た
宅
地
と
家
屋
の
年
間
固
定

資
産
税
額
と
し
、
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
年
度
か
ら

３
年
間
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
の
流
れ
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
交
付
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
】

（
例
）
５
年
間
、
東
京
に
住
ん
で
い
た
Ａ
さ
ん
の
場
合
。

　
　

 

仙
北
市
に
定
住
す
る
た
め
、
空
き
家
を
取
得
し
住
民
登
録

　
　

  

し
ま
し
た
。

●
平
成
22
年
度

　
　

平
成
22
年
５
月　

Ａ
さ
ん
、
市
内
に
家
屋
と
土
地
を
取
得

　
　

平
成
23
年
１
月　

平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
税
が
課
税

●
平
成
23
年
度

　
　

平
成
23
年
５
月　

Ａ
さ
ん
へ
平
成
23
年
度
固
定
資
産
税
の
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
通
知

　
　
　
　
　
　

６
月　

Ａ
さ
ん
、
固
定
資
産
税
を
納
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
さ
ん
、
定
住
促
進
奨
励
金
交
付
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
で
審
査
後
、
Ａ
さ
ん
へ
交
付
決
定
通
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
を
送
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
さ
ん
、
定
住
促
進
奨
励
金
交
付
請
求

　
　
　
　
　
　

７
月　

市
で
固
定
資
産
税
の
納
付
を
確
認
、
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
続
き
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
さ
ん
へ
奨
励
金
を
交
付

仙
北
市
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
活
用
し
て
、
施
設
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
や
効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
運
営
を
図
る
た
め
、
下
記

の
公
の
施
設
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
や
募
集
に
関
す
る
詳
細
は
、
各
施
設
の
担
当
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所在地 田沢湖生保内字駒ケ岳 2 番地 16

指定期間 平成 24 年4月1日から 5 年間

参加資格 秋田県内に主たる事業所を有する法人、その他の団体

必要な条件
秋田県が指定管理者を公募する「秋田駒ケ岳情報センター」と併

せて申請する

募集要項配布・

質問受付
平成 23 年 8 月 31 日（金）まで

現地説明会 平成 23 年 8 月 24 日（水）

申請書提出日 平成 23 年 9 月 30 日（金）まで

担当課 観光課　 43-3352

自然ふれあい温泉館

●訂正とお詫び／広報 7 月 16 日「仙北市公の施設の指定管
理者を募集します」の参加資格に誤りがありました。次のと
おりお詫びして訂正します。

募
集
施
設

・下延コミュニティセンター・農村公園
・八割コミュニティセンター
・角館中心市街地活性化支援センター

参
加
資
格

（誤） 仙北市内に主たる事業所を有する法人、その他の団体
　　　　　　　　　　↓

（正） 仙北市内に事業所を有する法人、その他の団体

募
集
施
設

・田沢湖観光情報センター
・田沢湖キャンプ場
・角館駅前広場観光振興施設
・勤労青少年ホーム・外ノ山テニスコート
・角館交流センター

参
加
資
格

（誤）秋田県内に主たる事業所を有する法人、その他の団体
　　　　　　　　　　↓

（正） 秋田県内に事業所を有する法人、その他の団体

仙北市病院事業

平成 24 年度の職員を募集します

角館総合病院
【募集職種・採用予定人数・受験資格】

①薬剤師・1 名

　◆新卒者／平成 24 年 3 月卒業見込みの学生で、  

　　薬剤師免許取得見込みの者

　◆経験者／平成 24 年 4 月 1 日現在満 30 歳未

　　満の者で、現に薬剤師免許を有し、保険医療機

　　関等で薬剤師業務の経験がある者

②臨床検査技師・1 名

　◆新卒者／平成 24 年 3 月卒業見込みの学生で、

　　臨床検査技師免許取得見込みの者

③理学療法士・1 名

　◆新卒者／平成 24 年 3 月卒業見込みの学生で、

　　理学療法士免許取得見込みの者

④作業療法士・1 名

　◆新卒者／平成 24 年 3 月卒業見込みの学生で、

　　作業療法免許取得見込みの者

⑤看護師・5 名

　◆新卒者／平成 24 年 3 月卒業見込みの学生で、

　　看護師免許取得見込みの者

　◆経験者／平成 24 年 4 月 1 日現在満 35 歳未

　　満の者で、現に看護師免許を有し、保険医療機

　　関等で看護師業務の経験がある者

【受付期間】平成 23 年 8 月 12 日（金）

【試験日時・場所】　平成 23 年 8 月 15 日（月）

13：00 ～　角館総合病院

田沢湖病院
【募集職種・採用予定人数・受験資格】

●看護師・5 名

　◆新卒者／平成 24 年 3 月卒業見込みの学生で、

　　看護師免許取得見込みの者

　◆経験者／平成 24 年 4 月 1 日現在満 40 歳未

　　満の者で、現に看護師免許を有し、保険医療機

　　関等で看護師業務の経験がある者

【受付期間】平成 23 年 8 月 16 日（火）

【試験日時・場所】平成 23 年 8 月 19 日（金）

10：00 ～　田沢湖病院

＊次の欠格事項に該当する方は受験できません。

　①日本国籍を有しない者

　②地方公務員法第 16 条の規定により地方公務員

　　となることができない者

【問合せ】　角館総合病院　　 0187-54-2111

　　　　　田沢湖病院　　　 0187-43-1131

　　　　　仙北市医療局　　 0187-43-1210

Pic up
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【交通規制の予定】

8月12日（金）

田沢湖畔道路／ 6：30 ～ 9：30（予定）

田沢湖高原道路／ 8：45 ～ 10：00（予定）

平成 23 年度全国高等学校総合体育大会自転車競技（ロード）

交通規制にご協力をお願いします

【ロードレースについて】今年のインターハイは、140

人が田沢湖畔を 4 周した後、たざわ湖スキー場まで

の計95.2㎞で競技します。ポイントなどは特に設けず、

ただひたすらゴールを目指すコースですが、先頭集団

から 5 分遅れると、失格となります。選手は時速 40

㎞平均で走行し、下りでのスピードは時速 70㎞にも

達します。選手たちは、日頃鍛えた体力と技術を発揮

し、躍動感あふれるレースを見せてくれるに違いあり

ません。どうか応援よろしくお願いします。

●競技中は全面通行止めとなります。

●競技が終了次第、順次交通規制解除となります。

●競技中は警察官、大会役員の指示に従い、大会を

　安全に運営できるよう、ご協力をお願いします。

スタート
（春山）

田沢湖畔
（4周回）

御座の石神社

たつこ像 県民の森

小先達交差点

ゴール
（たざわ湖スキー場）

【自転車競技（ロード）コース】

【問合せ】仙北市実行委員会事務局

　　　　　（スポーツ振興課内）　 43-3390

2011西木駅伝競走大会参加チーム募集

◆日時／ 10 月 9 日（日）10：00 スタート　＊小雨決行

◆コース／国道 105 号（10 区間：紙風船館前～仙北市役

　所西木庁舎駐車場まで）

◆参加資格・参加範囲／

【一般の部】

①仙北市内の地域運営体単位のチーム編成であること。

＊地域運営体単位とは以下のことで、チーム名は任意。

　田沢湖　→　田沢・生保内・神代

　角館　　→　角館・中川・雲沢・白岩

　西木　　→　桧木内・西明寺

＊選手は仙北市内の居住または勤務している者、出身者で

あること。

＊集落単位（大字・小字単位）のチーム編成も認める。近

隣集落の連合チームでも可。男女混合チームも可。

②他地域運営体との混合チームは認めない。

③大学生・高校生・各種学校生等を起用してもよい。

④参加チーム数は同一単位団体 2 チームまでとする。

【中学校男子・女子の部】

①仙北市内の同一校単位のチーム編成であること。

②参加チーム数は各部門同一校 2 チームまでとする。

＊男女混合チームは認めない。

◆チーム編成／監督 1 人・選手 10 人・補欠 5 人以内

＊一般チームの監督は選手の兼務を認める。

◆参加費／一般の部：5,000 円　中学生の部 2,000 円

＊損害保険料含む

◆申込締切／所定の申込み用紙（西木公民館に請求してく

　ださい）に必要事項を記入し、参加費を添え、下記へ 8

　月 31 日必着でお申し込みください。

◆申込・問合せ／ 014-0515　西木町門屋字漆原 89-2

　西木公民館　西木駅伝競走大会事務局　 47-3100

西明寺中学校野球場落成記念

西明寺地区東西対抗野球大会

　R105 旧道を境に東西に分かれ対抗戦を行います。

年齢別に 4 ブロックに分け 4 試合を行います。

家族そろっての参加、観戦。お待ちしています。

◆日時／ 8 月 16 日（火）

　8：30 ～開会式終了後試合開始

◆会場／西明寺中学校野球場

◆参加／老若男女どなたでも参加できます。お盆の帰

　省中の方も大歓迎。

◆参加料／小中学生 100 円、大人 500 円

◆問合せ／伊藤清まで　 090-6458-5877

＊事前に参加連絡の方には傷害保険をかけます。連絡

なしの参加もできますが、その場合は傷害保険はお掛

けできません。

第35回きたうら水泳競技大会
参加者募集

　仙北市水泳協会では 8 月 28 日に開催される「第

35 回きたうら水泳競技大会」への参加者を募集して

います。仙北市に在住、通勤、通学している方は、ど

なたでも参加できます。

◆申込締切／ 8 月 10 日必着

◆問合せ／仙北市水泳協会　きたうら水泳競技大会実

　行委員会事務局　鈴木貴裕（株式会社介護村）

49-7280

sports
ス

ポ
ー

ツ
ひ

ろ
ば

　毎日のように各地で熊の出没情報が寄せられてい

ますが、これから農作物の収穫期を迎えることから一

層出没・遭遇機会が高まることが懸念されます。

　農山村活性課としても市民の安全・安心確保や農作

物等の被害防止のため有害捕獲等の措置を講じてい

ますが、出没や収穫被害を撲滅するには至っていませ

ん。

　市民の皆様には次のことにご留意いただき、くれぐ

れも事故や被害に遭わないようお願いします。

①住まい周辺は見通しが利くよう草刈を行い、生ごみ

　等は屋外に放置しないでゴミ回収にお出しください。

②住宅はもちろん車庫や物置、作業小屋なども戸締り

　を徹底してください。

③朝夕のジョギングや散歩はできるだけ一人で行か

　ず、コースも安全な所を選んでください。

④畑や田んぼでの作業の際も、熊除けの鈴やラジオな

　どの音の出るものを携帯するようにしてください。

⑤小さなお子さんや小中学生のいるご家庭では、屋外

　での活動についても十分ご注意くださるよう特にお

　願いします。

⑥熊は農作物の状況を偵察しにくることがあります。

　足跡や糞など発見した際は、速やかに農山村活性課

　林務係かお近くの地域センターまたは出張所にご連

　絡ください。

⑦農山村活性課では随時熊の出没情報を防災無線等で

　お伝えしますので、お聞き逃しのないようお願いし

　ます。

●熊出没に関する連絡先／

農山村活性課　林務係　 43-2207

熊 の被害に遭わないように
出没情報は農山村活性課へ

　仙北市では、企業の人材確保と求職者の就職支援を

目的とした「就職面接会」を開催します。

●日時／ 9 月 2 日（金）13：00 ～ 15：30

　受付は 12：30 から

●場所／仙北市角館交流センター（角館中菅沢 77-30）

●入場／無料　●参加企業／ 15 社程度の予定

【求職者の皆さんへ】

　・参加を希望される方は、履歴書と 筆記用具をご

　　持参のうえ、ご参加ください。

　・事前の申込は必要ありません。

　・対象者は一般求職者とします。

【企業の皆さんへ】

　・参加企業を募集中です。

　・求人募集中または求人を検討中の企業の方々は、

　　多くの求職者と面接するチャンスですので、是非

　　ご参加ください。

　・参加希望の場合は事前に申込が必要ですので、お

　　手数ですが下記にご連絡くださるか、市ホーム

　　ページより申込書をダウンロードのうえ FAX を

　　送信願います。

＊雇用促進就職面接会への参加企業情報は、8 月 15

日以降に市のホームページへ掲載します。

＊当日は、仙北市緊急雇用（臨時職員）の面接を同時に

行う予定です。（詳細は8月16日号へ）

●問合せ／商工課　 43-3351

活 力ある地域をめざして
仙北市雇用促進就職面接会開催

　下記日程で漏水調査を行います。大変ご迷惑をおか

けしますが、ご協力くださいますようお願いします。

●漏水調査地区／西木町小山田・西明寺・門屋・上荒井・

小渕野・西荒井　地内

●調査期間／ 8 月 3 日（水）から 9 月 9 日（金）まで

　（9：00 ～ 16：00）

＊日中の交通車両の往来に伴い、交通事故防止と騒音

を避けるため夜間に公道路面の調査を実施する場合が

あります。

＊調査のため調査員が訪問し敷地内に立ち入る場合が

ありますので、　重ねてご協力お願いします。

●問合せ／企業局工務課　 54-2388

水 道漏水調査
西明寺地区全域で実施します

熊に注意！
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保
険
料
免
除
制
度
と
は

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請

を
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
全
額
、

ま
た
は
一
部
が
免
除
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
一
部
納
付
（
免
除
）
制
度
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
免
除
の
期
間
は
、
申

請
し
た
年
度
の
７
月
か
ら
翌
年
の
６
月
分

ま
で
で
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保
険

料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
２
年
を
過
ぎ
る
と
加
算
額
が
つ

き
ま
す
。

◆
全
額
免
除
制
度

　
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
全

額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
21
年
４
月
分
か
ら
の
保
険
料
の
全

額
が
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
の
年
金
額
の

２
分
の
１
（
平
成
21
年
３
月
分
ま
で
は
３

分
の
１
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
一
部
納
付
（
免
除
）
制
度

　
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
一

部
を
納
付
、
残
り
の
保
険
料
は
免
除
さ
れ

ま
す
。

　
一
部
免
除
に
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
納
付
額
と
年
金
額
の
計
算
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
免
除
さ
れ
た
額
の
保
険
料
を
納
め

な
い
場
合
は
未
納
期
間
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
４
分
の
３
免
除

　
保
険
料
の
４
分
の
３
の
額
が
免
除
さ
れ
、

残
り
の
４
分
の
１
の
額
を
納
め
る
も
の
で

す
。
将
来
年
金
を
受
け
る
と
き
に
は
、
４

分
の
３
免
除
の
期
間
は
全
額
を
納
め
た
と

き
の
８
分
の
５
（
平
成
21
年
３
月
分
ま
で

は
２
分
の
１
）
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

◆
２
分
の
１
免
除

　
保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
、
残
り
の

半
額
を
納
め
る
も
の
で
す
。
将
来
年
金
を

受
け
る
と
き
に
は
、
半
額
免
除
の
期
間
は

全
額
を
納
め
た
と
き
の
８
分
の
６
（
平
成

21
年
３
月
分
ま
で
は
３
分
の
２
）
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

◆
４
分
の
１
免
除

　
保
険
料
の
４
分
の
１
の
額
が
免
除
さ
れ
、

残
り
の
４
分
の
３
の
額
を
納
め
る
も
の
で

す
。
将
来
年
金
を
受
け
る
と
き
に
は
、
４

分
の
１
免
除
の
期
間
は
全
額
を
納
め
た
と

き
の
８
分
の
７
（
平
成
21
年
３
月
分
ま
で

は
６
分
の
５
）
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

免
除
の
対
象
と
な
る
所
得
基
準

　
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、
本
人

の
ほ
か
、
配
偶
者
や
世
帯
主
な
ど
の
前
年

所
得
が
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
基
準
を
超

え
て
い
て
も
災
害
、
失
業
、
事
業
の
廃
止

な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

未
納
に
せ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
免
除
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
な

ど
が
必
要
で
す
が
、
上
記
の
他
に
も
添
付

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
市
区
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
お
支
払
い
が
困
難
な
と
き
で
も
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
、
上
記
の
免
除
制
度
を
は
じ

め
、
納
付
猶
予
や
納
付
特
例
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
区
町
村
の
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
の

お
支
払
い
が
困
難
な
と
き
は

国民年金だより

国民
年金

●免除の対象となる所得（収入）めやす

扶養人数
免除対象となる所得（収入）のめやす（　）内は収入

全額免除 4 分の 3 免除 2 分の 1 免除 4 分の 1 免除

3 人扶養（夫婦、

子ども 2 人）

162 万円

（257 万円）

230 万円

（354 万円）

282 万円

（420 万円）

335 万円

（486 万円）

1 人扶養（夫婦

のみ）

92 万円

（157 万円）

142 万円

（229 万円）

195 万円

（304 万円）

247 万円

（376 万円）

扶養なし
57 万円

（122 万円）

93 万円

（158 万円）

141 万円

（277 万円）

189 万円

（296 万円）

※申請の時期（申請が 1 〜 6 月までの間の場合）によって、前々年の所得で審査を行う場

合があります。

※一部保険料を納付しなかった場合は、その期間の一部免除が無効（未納と同じ）となるため、

将来の老齢基礎年金の額に反映されず、また、障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合

に、年金を受け取ることができなくなる場合があります。

節電のお願い

みんなが少しのOFFで、
大きな「力」に！
　東日本大震災の影響のため電力の供給力が大幅に落ち

込み、節電への協力が呼びかけられています。

　仙北市でも電力使用料が増える 9 月 30 日までの期間、

「仙北市節電対策推進運動」を展開し節電に取り組んでい

ます。 

　市役所をはじめとする公共施設でも節電を一層進めま

す。市内事業所・一般家庭でも節電にご理解いただき、

ご協力をお願いします。

家
庭
で
の
電
気
使
用
割
合

　

夏
の
日
中
（
14
時
頃
）
に

は
、
在
宅
世
帯
は
平
均
で
約

１
２
０
０
ワ
ッ
ト
の
電
力
を
消

費
し
、
そ
の
う
ち
エ
ア
コ
ン
が

約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

外
出
中
の
世
帯
で
も
、
冷
蔵

庫
、
温
水
洗
浄
便
座
、
待
機
電

力
な
ど
で
、
平
均
で
約
３
４
０

ワ
ッ
ト
の
電
力
を
消
費
し
て
い

ま
す
。

夏の日中（14 時頃）の消費電力
（全世帯平均）

エアコン
53％

冷蔵庫
23％

待機電力 4％

パソコン 0.3％

温水洗浄便座
0.8％

照明 5％

テレビ 5％

その他
10％

参考資料：資源エネルギー庁　家庭の節電対策メニュー

家庭でできる節電メニュー

節電効果

チェック
削減率

削減消費

電力

エアコン

①エアコンの冷房設定温度は 28℃にしましょう

※設定温度を２℃上げた場合
10％ 130W

②「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげましょ

う。エアコンの節電になります。
10％ 120W

③無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使いましょう。

※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは、電力の増加になる

ので注意しましょう。

50％ 600W

冷蔵庫
④冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間を

できるだけ減らし、食品を詰めこまないようにしましょう。
2％ 25W

照明 ⑤日中は照明を消して、夜間もできるだけ減らしましょう。 5％ 60W

テレビ
⑥省エネモードに設定するとともに、画面の輝度を下げ、必要

な時以外は消しましょう。
2％ 25W

炊飯器
⑦早朝にタイマー機能で 1 日分まとめて炊いて、冷蔵庫に保

存しましょう。
2％ 25W

待機電力

⑧リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切りましょう。長

時間使わない危機はコンセントからプラグを抜いておきましょ

う。

2％ 25W

削減率の合計が 15％をこえるように節電しましょう。 ％ W

！ エアコンの控え過ぎによる熱中症などに気を付けて、無理のない範囲で節電しましょう。

※削減率・削減消費電力は、資源エネルギー庁の資料を参考にしています。

【節電チェックリスト】

家庭で取り組む対策をチェックし、我が家の節電対策を作りましょう。

OFF
節電のお願い

節
電
の
お
願
い
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子
育
て
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
６
月
20
日
（
月
）、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
（
残
念
な
が

ら
秋
田
県
で
は
観
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
が
）
昨
年
９
月
仙
北
市
で
撮
影
さ
れ

た
ド
ラ
マ
「
上
条
麗
子
の
事
件
推
理
８
」
が

放
送
さ
れ
ま
し
た
。
２
～
３
日
後
に
は
「
あ

の
ド
ラ
マ
観
て
来
た
わ
よ
！
」
と
い
う
観
光

客
の
方
が
・
・
・
。
田
沢
湖
・
角
館
は
や
は

り
テ
レ
ビ
等
で
観
た
ら
来
て
み
た
く
な
る
場

所
な
ん
で
す
ね
。
誇
り
に
思
い
ま
す
ね
。

　
ま
た
、
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
角
館
の
道
の

駅
。
の
ぼ
り
な
ど
の
演
出
が
リ
ア
ル
で
「
ど

こ
に
で
き
た
の
？
」
と
い
う
お
問
い
合
わ
せ

も
・
・
・
。
こ
ち
ら
は
ド
ラ
マ
の
中
だ
け
で
す
。

ち
な
み
に
こ
の
ド
ラ
マ
の
道
の
駅
と
し
て
ロ

ケ
地
に
な
っ
た
の
は
、
安
藤
醸
造
北
浦
本
館

と
道
の
駅
協
和
・
四
季
の
森
で
す
。

　
せ
っ
か
く
で
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
に
は

こ
の
ド
ラ
マ
を
観
て
い
た
だ
け
る
よ
う
現
在

検
討
中
で
す
。

か
く
の
だ
て
Ｆ
・
Ｃ

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
だ
よ
り

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  43-3352

http://kakunodate-fc.jp/

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
り

子育て

　市内5カ所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す

る基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこと

でもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の9：00～17：00。手紙・FAX

等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんな

どどなたでも参加できます。
　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。

日 健診名 対象者 場所
5日（金）3歳児 H20 年 1 月生

健康管理センター

（角館）

11日（木）2歳児歯科 H21 年 1 月生
12日（金）10カ月児 H22 年 10 月生
19 日（金）1歳6カ月児 H22 年 1 月生
26日（金）4カ月児 H23 年 4 月生

日 時間 相談名 対象者 場所

4日
（木）

午前 7カ月児 H23 年 1 月生 健康管理センター

（角館）午後 12カ月児 H22 年 8 月生

日 受付時間 場所
2日（火）

13：00 ～ 13：30 健康管理センター（角館）
10日（水）
17日（水）
25日（木）

日 種類 場所
10日（水）BCG・三種混合 西木保健センター
22日（月）ポリオ 西木保健センター
23日（火）BCG・三種混合 田沢湖健康増進センター
24日（水）BCG・三種混合 健康管理センター（角館）
30日（火）ポリオ 健康管理センター（角館）

乳幼児健診

乳児相談

母子手帳交付

予防接種

8月の健康カレンダー

【問合せ】仙北市保健課　　 55-1112

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のた

め、健康管理センターのホールを開放します。

　お子さんを自由に遊ばせる広場としてお使いく

ださい。

●日時／ 8 日（月）、22 日（月）　9：30 ～ 11：30

【問合せ】仙北市保健課　  55-1112

8月　おやこ交流広場

　秋田県子育てサポート協会主催による「平成

23 年度子育てサポーター養成講習会」が開催さ

れます。

　仙北市では、地域の子育て支援に貢献できる

機会の提供として「新規養成講習会（基礎講座）」

に参加される方の応援をします。受講料の 1/2、

交通費の助成を行います。次世代を担う大切な子

どもたちの心身の健康と発達について理解を深

め、地域に住む私たちができること（子育てサポー

ト活動、一時預かり、学童保育等）から始めませ

んか？

●日程／ 10：00 ～ 15：00

　◆県南地区：9/1、9/8、9/12、9/22、9/26、10/6

　　（横手市朝倉会館）

　◆中央地区：10/27、11/2、11/10、11/16、11/24、

　　11/30（秋田県生涯学習センター）

●助成金／受講料：1,000 円（テキスト代 2,000 円、 

　残り 1,000 円は自己負担）

　交通費：3,000 円× 6 日＝ 18,000 円

●申込締切／ 8 月 22 日（月）

＊全日程を受講できる意欲のある方ならどなたで

も参加できます。チラシ等は仙北市子育て推進課

にあります。

【申込・問合せ】仙北市子育て推進課

43-2280

子育てサポーター養成講習会
のお知らせ

わかばルーム（神代保育園内）
44-2502　FAX 44-2931

　2 日（火）／冷たいおやつを作ろう
　9 日（火）／プールあそびをしよう・身体測定
23 日（火）／プールあそびをしよう
30 日（火）／スライムを作ってあそぼう

時間／ 9：30 ～ 11：30

「わいわい広場」

18 日（木）／水あそびをしよう・情報交換をし
よう・身体測定

「赤ちゃん広場（0 ～ 1 歳児）」

だしっこルーム（生保内保育園内）

43-1025　FAX 43-3256

　3 日（水）／ 8 月生まれの誕生会

24 日（水）／プールであそぼう

31 日（水）／プールであそぼう・身体測定

時間／ 9：30 ～ 11：30

なかよしルーム（にこにこ保育園内）

47-2525　FAX 47-2323

　3 日（水）／健康チェック（保健師さんが来園

　　　　　　　します）・保育園であそぼう

24 日（水）／水あそびをしよう

31 日（水）／水あそびをしよう

☆ 24 日、31 日は水着・タオル等を持参

時間／ 9：30 ～ 11：30

いちごルーム（角館保育園内）

53-2918　FAX 53-2919

10 日（水）／水あそびをしよう
24 日（水）／水あそびをしよう
☆今回は角館保育園で開催します。

時間／ 10：00 ～ 11：00

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

48-2345　FAX 48-2525

　4 日（木）／水あそびをしよう

18 日（木）／リズムあそびをしよう

25 日（木）／誕生会をしよう

時間／ 9：30 ～ 11：20

　暑い夏を水あそびで元気に過ごしましょう！

●日時／ 8 月 24 日（水）10：00 ～ 14：00

●場所／角館交流センター

●募集人員／小学校就学前のお子さんとご家族

　30 組

●内容／ビニールプールでの水あそび・野菜す

　くいコーナー・風船すくいコーナー・ふれあ

　いコーナーなど

●持物／昼食（おにぎり程度）、水あそび可能

　な服、タオル、水あそび道具持参可

●申込締切／ 8 月 16 日（火）

【申込・問合せ】仙北市社会福祉協議会

角館支所　担当：鈴木　  54-2493

子育て支援事業

「みんな集まれ！水遊び広場」開催

８

子育て支援センター情報

夏まつりの練習♪



【単行本】

「エメラルド王」早田英志・「詩ノ黙礼」和合亮一・「希

望という名の絶望」里見清一・「普天間よ」大城立裕・「精

神科医が狂気をつくる」岩波明・「フラッシュ・ポイ

ント」神永学・「与太話浮気横槍」犬飼六岐・「ふむふむ」

三浦しをん・「明日のマーチ」石田衣良・「本音で語る

沖縄史」仲村清司・「ほんとうの復興」池田清彦／養

老孟司・「国債クラッシュ」須田慎一郎・「ヴァチカン

物語」塩野七生・「日本の建築遺産 12 選」磯崎新・「落

語進化論」立川志らく・「ふたつの故宮博物院」野嶋剛・

「ぬるい毒」本谷有希子・「寒灯」西村賢太・「サヴァイヴ」

近藤史恵・「ゴランノスポン」町田康・「森見登美彦の

京都ぐるぐる案内」森見登美彦・「週末」ベルンハルト・

シュリンク（著）／松永美穂（訳）

【新書】

「復興の精神」養老孟司／茂木健一郎／山内昌之／南

直哉／大井玄／橋本治／瀬戸内寂聴／曽野綾子／阿川

弘之・「生物学的文明論」本川達雄・「オバマも救えな

いアメリカ」林壮一・「まいにち富士山」佐々木茂良・「大

災害の理科知識Q＆A250」左巻健男（編）／「RikaTan」

編集部（編）

　新潮社から寄贈された図書を紹介します。

●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。このほか

たくさんの新着図書が入ってきています。

新着図書

学習資料館

Books

文
化
情
報
は
っ
し
ん

　田沢湖図書館では、6

月から田沢幼稚園に楽し

い絵本を届けています。

季節のテーマ、生き物や

名作。子どもたちや先生

方からのリクエストに応

えられるように、今後も

続けていきます。

【問合せ】田沢湖図書館

43-1307

田沢幼稚園に絵本のコーナー

田沢湖図書館

Information

　大型絵本や飛び出す絵本をご存知ですか？

　「じゃんけんぽん」は大型です。「せかいのどうぶつ」

と「アフリカのどうぶつ」は飛び出す図鑑。しかも実

物大の顔が迫力満点です、

　ぜひ一度ご覧ください。

おすすめ本の紹介

田沢湖図書館

Books

●田沢湖図書館／ 1 日、8 日、15 日、22 日、29 日

●学習資料館／ 1 日、8 日、15 日、22 日、29 日、31

日（月末整理休館日）

●イベント交流館／ 1 日、8 日、15 日、22 日～ 26 日

（展示替休館）、29 日

8月の休館日のお知らせ

田沢湖図書館・学習資料館・イベント交流館

Information

『8 月はお盆にお墓参り肝だめし』

　夏休み最後の土曜日、おばけばなしで楽しもう！

　お友だちやおうちの人と一緒に来てね。

●日時／ 8 月 20 日（土）　10：00 ～ 12：00

●場所／田沢湖図書館　2 階　＊入場無料

【問合せ】田沢湖図書館　 43-1307

おはなし玉手箱

田沢湖図書館

Information

　盆の時期、各村々で、五穀豊穣・先祖供養・集落安

全を祈りながら踊られてきた仙北のささら。今年は更

に、東日本大震災の犠牲者追悼と東北復興祈願をこめ

て、仙北地方のささらが一同に会して踊ります。

●日時／ 8 月 28 日（日）15：00 ～ 20：00

●会場／たざわこ芸術村　大駐車場

●内容／◆オープニング（15：00 ～）：梅沢ささら（仙

北市）・常州下御供佐々楽（能代市）・新関ささら（潟

上市）　◆子どもささら（17：00 ～）　◆仙北ささら

競演（18：30 ～）：梅沢ささら・白岩ささら・堂野

口さらら・広久内ささら・戸沢ささら・小山田ささら・

西根ささら（以上、仙北市）長野ささら・東長野ささら・

国見ささら・横沢ささら・堀見内ささら（以上、大仙市）

＊車でおいでの方は抱返り入口の駐車場・黒倉の臨時

駐車をご利用ください。午後 2 時から 8 時半頃まで

随時、抱返り・芸術村間のシャトルバスを運行します。

（30 往復程度）

＊三陸から産直特産品の出店も予定

【主催・問合せ】仙北市伝統文化活性化委員会　事務

局　一般財団法人　民族芸能研究所　 44-3903

仙北地方　ささら大競演会

仙北伝統文化活性化委員会

Information

　田沢湖生保内地区の盆行事を締めくくる、「生保内

節盆踊り」を下記の日程で開催します。今年は、踊り

の合間に地元民俗芸能のほか、岩手県雫石高等学校の

生徒による「さんさ踊り」の賛助出演を予定していま

す。参加者には「オリジナル手ぬぐい」または「LED

ライト付きボールペン」のいずれかを進呈しますので、

ご家族やご近所、職場のお仲間などお誘い合わせのう

えご来場ください。

　また、盆踊り開催前に手踊りの練習会を開催する予

定です。日程は下記事務局へお問い合わせください。

●日時／ 8 月 20 日（土）18：30 ～（開場）

19：00 ～（オープニング：開会）～２１：００～（終了）

＊悪天候の場合は 21 日（日）に延期（21 日も悪天

候の場合は中止）

●会場 ／ 仙北市役所田沢湖庁舎前（駐車場・仙北市

田沢湖生保内字宮ノ後 27 番地）

【問合せ】生保内節盆踊り実行委員会事務局（田沢湖

公民館内）　 43-1061

第 42 回「生保内節盆踊り」

生保内節盆踊り実行委員会

Information

　ガラスを溶かしてガラス玉を作り、世界に一つしか

ないオリジナル作品を作ってみませんか？

　是非参加してみてください。			 

●日時／ 8 月 24 日（水）10：00 ～ 16：００

●会場 ／ 西木公民館

●材料費／ 3,675 円

●準備するもの／木綿のエプロン、昼食、飲物、タオ

ル等

●募集人数／ 8 人（定員になり次第締切）

●募集締切／ 8 月 15 日（月）

●講師／浅利めぐみ

【申込・問合せ】西木公民館　 47-3100

とんぼ玉教室（髪飾り作り）

西木公民館

Information

　秋田県埋蔵文化財センターでは、6 月 27 日から約

2 カ月間の予定で、上桧木内にある高野遺跡の発掘調

査を行っています。

　高野遺跡は平安時代（約 1000 年前）の村の跡です。

当時の家を建てるために掘られた穴が、今も窪みとし

て残っているとても貴重な遺跡です。より多くの方に

遺跡を知っていただくため、遺跡の現地見学会を行い

ます。ぜひご参加ください。なお、現地は足元が悪い

ため、歩きやすい服装でお越しください。

●日程／ 8 月 6 日（土）

●時間／ 13：30 ～ 15：00（受付 13：00）

●集合場所／コミュニティ高野台グラウンド（上桧木

内浦子内）　＊雨天でも行います。　

【問合せ】秋田県埋蔵文化財センター　

0187-69-3331

高野遺跡現地見学会のお知らせ

秋田県埋蔵文化財センター

Information

●日時／ 8 月 5 日（金）、6 日（土）、7 日（日）

9：30 ～ 16：00

●会場 ／角館樺細工伝承館　第 1 研修室

●入場料／無料

【問合せ】角館公民館　 54-1110

第 3回学生作品展

角館公民大学　陶芸学科　実行委員会

Information
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イベント

講座・講習

秋田駒ケ岳
ファミリー登山

　国指定特別天然記念物「秋田駒ヶ岳高

山植物帯」に咲く様々な植物を観察しな

がら雄大な駒ケ岳の自然を一緒に楽しみ

ましょう。

●開催日／ 8 月 18 日（木）　●集合場

所／仙北市役所西木庁舎（8：15 点呼）

＊出発 8：30　到着 17：00 頃　＊悪

天候が予想される場合は中止　●参加料

／無料（昼食・飲み物等は各自持参）　

●定員／先着 20 人　●申込み／ 8 月

8 日（月）17：00 まで　●問合せ／西

木公民館　 47-3100

受講無料！
セミナー参加者募集！

　在職者や求職者（転職や再就職等を希

望する 60 歳未満）の方を対象に、セミ

ナーを開催します。雇用保険受給者の方

は、求職活動の実績としてカウントが可

能ですので、ぜひご参加ください。なお、

応募の状況等により、早期に締め切る場

合がありますので、ご留意ください。

『第 3 回パソコン入門コースセミナー』

　職場で求められるパソコンの操作の基

礎について学べます。

【機器の名称、キーボード操作、ファイ

ルの保存・コピー、文字やページ設定の

手順、イラスト・図の挿入、表・グラフ

の作成等】

●開催日／ 8 月 18 日（木）、19 日（金）、

25 日（ 木 ）、26 日（ 金 ）　 ● 時 間 ／

10：00 ～ 15：00　●場所／仙北市

総合情報センター　●定員／ 10 人　●

申込期限／ 8 月 10 日（水）　

『第1回ネットショップ入門コースセミナー』

　ネットショップの制作法とサイト運営

テクニックの習得が可能です。

【ホームページの制作、画像加工の仕方、

検索エンジンへの登録、Twitter を活用

した集客法等】

●開催日／ 8 月 22 日（月）、23 日（火）、

29 日（ 月 ）、30 日（ 火 ）　 ● 時 間 ／

10：00 ～ 15：00　●場所／仙北市

総合情報センター　●定員／ 10 人　●

申込期限／ 8 月 10 日（水）　

『温泉浴マイスター人材育成セミナー』

　仙北市の温泉に関する知識と救急救命

措置法の習得（一定の基準を満たした方

は、温泉浴マイスター認定書と普通救命

講習修了証を交付します）

【温泉の泉質や効用、特徴、正しい入り方、

事故予防法、ストレス発散法、メタボ予

防法、玉川温泉の施設見学等】

●開催日／ 9 月 17 日（土）、18 日（日）

●時間／ 9：00 ～ 17：00　●場所／

西木温泉クリオン　●定員／ 20 人　●

申込期限／ 8 月 31 日（水）

＊各セミナーとも、応募多数の場合は選

考となります。

＊セミナーの詳細は、ハローワーク角

館に設置している案内チラシや協議会

ホームページをご覧ください。　●問

合せ／仙北市雇用創造推進協議会（商

工課　緊急雇用対策室内）佐藤　

55-4858　FAX 54-4102　　URL：

http://koyou-semboku.jp/

司法書士総合相談センター
大曲　無料相談会

●相談内容／多重債務、成年後見等　＊

面談による相談（事前予約必要・先着 4

件まで）　予約専用電話：司法書士総合

相談センター　 018-824-0187　

●開催日時／ 8 月 24 日、9 月 28 日、

10 日 26 日 18：00 ～ 20：30　 ●

場所／サンクエスト大曲　●問合せ／秋

田県司法書士会　 018-824-0187

　　相談

カタクリの郷
川あそび体験

● 日 時 ／ 8 月 7 日（ 日 ）10：00 ～

14：00　●場所／かたくり館前特設会

場（西木町小山田字八津 249-1）　●内

容／遊泳や魚のつかみ取り・流しそうめ

ん・スイカ割り　ほか　●募集対象／親

子 10 組　●参加費／ 1 組 1,000 円（昼

食・保険料含む）　●問合せ／仙北市活

性化施設（かたくり館）　 47-3535

かくのだて絵灯篭夏まつり

● 日 時 ／ 8 月 6 日（ 土 ）18：00 ～

21：00　●場所／立町ポケットパーク・

立町十字路～郵便局前路上　●内容／絵

灯篭パレード・よさこい・お山囃子＆手

踊り・武心会空手演武　ほか　＊絵灯篭

作成キットは仙北市商工会（角館本所）

で販売中です。（1 組 500 円）　●問合

せ／仙北市商工会　 54-2304

第 7回仙北市産業祭
開催のお知らせ

　「平成 23 年度 第 7 回 仙北市産業祭」

の開催日程・場所が決定しました。

●開催日／10月22日（土）～23日（日）

●主会場／神代市民体育館、武道館と周

辺駐車場（仙北市田沢湖神代字古館野）

　

　農家の皆さんが丹精込めて育てられた

農産物を仙北市農林業分野の集大成とし

てご披露させてください。

　また、加工品や特産品も併せて募集し

ますので市民の皆さん多数の出品、ご来

場をお待ちしています。

＊農業関係協力員の方々を通じて、農産

物等の出品依頼文書を配布します。

●問合せ／仙北市産業祭実行委員会事

務局（仙北市農山村活性課）　 43-

2206

平成 23 年度
仙北市戦没者追悼式

●日時／ 8 月 9 日（火）10：00 ～（9：

50 まで参集）　●場所／角館交流セン

ター　＊田沢湖地区・西木地区は送迎バ

スがあります。利用する方は「社会福祉

協議会田沢湖支所（ 43-1368）・西

木支所（ 48-2940）へお申し込み

ください。　●問合せ／仙北市社会福祉

課　 43-2288

地域防災を考える集い

　仙北市と安心安全空間づくり実行委員

会（母体：生保内沼田部落）との共催で、

「地域防災を考える集い」を開催します。

　水害を振りかえり、地域住民の安心安

全を確保するため開催するこの「集い」

への、皆様の参加をお待ちしています。

●日時／ 8 月 7 日（日）13：30 ～　

●会場／田沢湖総合開発センター　●内

容／◆発表「防災で地域を守る活動」／

湯沢西地区・災害から生活を守る会　会

長　奈良昭夫氏　◆田沢湖水害紙芝居　

◆発表／女川住民代表　◆講演／井良沢

道也氏（岩手大学農学部）　◆芸能交換

会　●問合せ／仙北市環境防災課　

43-3308（詳細は、 58-0112・田

沢の郷　田口まで）

さわやか桜館夏祭り

● 日 時 ／ 8 月 7 日（ 日 ）16：30 ～

18：30　●場所／さわやか桜館正面駐

車場　●内容／芸能披露（藤美会、小松

健一行、神代芸能保存会、西長野集落）、

入居者カラオケ、職員による余興。模擬店：

焼きそば、たこ焼き、かき氷　ほか。チャ

リティーバザー　＊チャリティーバザー

の収益金は東日本大震災の義援金として

全額日本赤十字を通じて募金します。●

問合せ／さわやか桜館　 52-0003

奥羽本線で行く「日本一
の山車（やたい）パレー
ド　新庄まつり本まつり
見学ツアー」参加者募集

　秋田県と山形県の山形新幹線延伸推進

団体では、奥羽本線の利用拡大と山形新

幹線延伸運動 PR の一環として、鉄道を

利用した両県相互交流事業を実施してい

ます。今年度、秋田県側の交流事業とし

て、「新庄まつり見学ツアー」を次のと

おり実施します。定員１５０人となって

いますので、お早めにお申込みください。

●出発日／ 8 月 25 日（木）　●料金

／一人 1,300 円（就学前無料、小学生

650 円）＊大曲・横手・湯沢－新庄間

往復の特別料金です。　●ツアー行程

／大曲駅 6：53 発→横手駅 7：25 発

→湯沢駅 7：48 発→新庄駅 8：49 着

→新庄まつり本まつり見学→自由散策・

自由昼食→新庄駅 14：22 発→湯沢駅

15：25 着　●定員／ 150 人（定員に

なり次第締切）　●主催／山形新幹線大

曲延伸推進会議　●問合せ／羽後交通観

光湯沢営業所　 0183-73-1151

大曲仙北食生活改善推進
協議会設立 10 周年記念
公開講演会

　「私たちの健康は私たちの手で」をス

ローガンに、食を通した生涯における健

康づくり活動を推進している大曲仙北食

生活改善推進協議会の設立 10 周年を記

念した公開講演会を開催します。

● 日 時 ／ 9 月 ２ 日（ 金 ）13：30 ～

15：10　●会場／大仙市大曲市民会館

小ホール（旧中央公民館）　●内容／◆ 

講演：「地域で進める食育活動　～食で

はぐくむ健康づくり～」女子栄養大学　

教授　武見 ゆかり　氏　◆展示：各市

町食生活改善推進協議会の活動紹介　●

入場料／無料　●問合せ／大仙保健所健

康予防課　 0187-63-3403

＊聴講いただいた方には、食育まな板・

計量スプーン・食事バランスガイドリー

フレットを差し上げます。

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に

　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を

受け、国の仕事などについての苦情や意

見・要望を受け付け、皆さんと関係行政

機関との間に立って、その解決を図る、

いわば「行政と住民のパイプ役」です。

仙北市の行政相談委員は次の 3 人の方

で、自宅で相談を受付けていますので、

お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】

◆難波　輝子　TEL 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽　進　TEL 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西　範子　TEL 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

●相談所開設日時・場所／◆ 8 月 10 日

（ 水 ）13：00 ～ 16：00・神 代 出 張

所◆ 8 月 17 日（水）13：00 ～ 16：

00・田沢湖総合開発センター　●問合

せ／仙北市総務課　 43-1111

社会福祉協議会
8月の心配ごと相談日程

　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配事相談を行っています。地域や

日常生活で抱える心配ごとに相談員が適

切な助言を行い、相談内容によっては関

係機関へ連絡をとるなど、心配ごとの解

決の手助けをさせていただきます。お気

軽にご利用ください。

●日時・場所／◆ 10 日（水）13：00

～ 16：00・神代出張所　◆ 11 日（木）

13：00 ～ 16：00・社会福祉協議会

角館支所　◆ 12 日（金）10：00 ～

12：00・西木公民館　◆ 17 日（水）

13：00 ～ 16：00・田沢湖総合開発

センター　◆ 25 日（木）13：00 ～

16：00・社会福祉協議会角館支所　●

問合せ／仙北市社会福祉協議会

52-1624
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無料温泉入浴券をご利用
ください

　緊急経済支援対策として、広報５月

16 日号に折り込みました「無料温泉入

浴券」の利用期限は、平成 23 年 12 月

末までです。期限までにぜひご利用いた

だき、元気な体と気分もリフレッシュし

てみてはいかがですか。

＊日帰り入浴時間は施設により異なりま

す。事前に入浴時間を施設にお問い合わ

せください。（対象施設は入浴券に記載）

●問合せ／仙北市観光課　 43-3352

お知らせ 「消費生活相談室」を
整備しました

　角館庁舎の正面玄関すぐの階段を上

がった右側に、相談者のプライバシーに

配慮した相談室を整備しました。

　多重債務や商品購入に関するトラブル

など、消費生活に関するさまざまな相談

に応じています。まずはお電話ください。

【消費生活に関する主な相談窓口】

　・秋田県生活センター

　　　 018-835-0999

　・仙北市環境防災課　 43-3308

ハローワーク横手
心の健康相談

　仕事を探している方で次のような悩み

を持っている方の相談を受けています。

　・会社を辞めて挫折感を感じる。

　・面接などの対人関係が不安

　・職場の人間関係や仕事の悩みを抱え

　　ている　など

●実施日／毎月第 3 金曜日（9：00 ～

16：00 まで）　●実施場所／ハローワー

ク横手　●費用／無料　●相談担当／産

業カウンセラー　●申込方法／来所また

は電話による（原則予約制・秘密厳守）

● 問 合 せ ／ ハ ロ ー ワ ー ク 横 手　

0182-32-1165

（社）秋田被害者支援セ
ンターボランティア支援
員募集

　秋田被害者支援センターは、犯罪や事

故等に遭われた被害者とその家族の方々

の悩みの軽減や心のケアを目的に、ボラ

ンティアの支援活動員による電話相談、

および法廷や病院等への付き添いなどの

直接支援を行う活動員を募集します。応

募してみませんか。

●応募資格／年齢 20 歳以上の心身とも

に健康な方（性別問いません）　●応募

期間／ 7 月 1 日（金）～ 9 月 30 日（金）

●申込・問合せ　秋田被害者支援セン

ター　 018-893-5935

平成 23 年度秋田県国民
健康保険団体連合会
職員採用試験のお知らせ

●採用予定人員／上級・若干名　●受験

資格／平成 24 年 3 月に 4 年制大学卒

業見込みの者または大学卒業後 3 年以

内の者　●受付期間／ 8 月 16 日（火）

まで　●試験日・場所／第 1 次試験：9

月 18 日（日）・ノースアジア大学　＊

第 2 次試験については第 1 次試験合格

者にお知らせします。　＊詳しくは次に

お問い合わせください。　●問合せ／秋

田県国民健康保険団体連合会総務課　

018-862-6864

防災情報・安心情報・子育て情報・学校情報

『仙北市安全・安心メール』をはじめました

● 空メールで簡単登録！
toroku@anshin.city.semboku.akita.jpへ空メールを送信してくださ
い。返信されるメールの内容に従って本登録を行ってください。

● http://anshin.city.semboku.akita.jpからも登録できます。

デイサービス角館　さくらさくら

短歌・俳句・川柳大将
作品募集

テーマ

「介護やデイサービスにちなんだ事柄」

＊老いや介護に関するものであればかま

いません。

●応募条件／作品は未発表のものとし

ます。短歌、俳句、川柳それぞれ何作品

でも応募できます。　●応募方法／直接

「さくらさくら」へ持参か、郵送または

FAX で　●締切／ 9 月 23 日（金）　

●入賞発表／ 10 月中旬に応募者全員に

郵送します。（角館新聞・秋田民法にも

掲載）　●賞／各対象 1 点、各入選佳・

作数点（それぞれに賞状・記念品を贈呈）

●問合せ／デイサービス角館　さくら

さくら　 55-1117

秋田県国民健康保険団体連合会

夏休み「健康づくり絵画
コンクール」

　秋田県国民健康保険団体連合会では、

県内小学生から「健康づくり」をテーマ

に描いた絵を募集します。

●応募方法／ 38cm × 54cm の画用紙

に自由に描いてください。（文字や標語

を入れても可）＊裏面に絵のタイトル、

名前、学校名、学年、保護者の名前、住所、

電話番号を明記すること　●画材／絵の

具、クレヨン　●締切／ 9 月 9 日（金）

●賞品／最優秀賞・入賞者に賞状と図書

カード。応募者全員に記念品　●問合

せ／事業企画課企画調査班　 018-

862-6585

環境保全センターから
ゴミ減量化協力のお願い

　環境保全センターでは、使用電力

15％削減が義務づけられ、7 月 1 日か

ら取り組んでいます。

　これからお盆の時期を迎え、ゴミの増

加が予想されます。なるべく不要な物は

買わない、買った物は使い切るなど、ゴ

ミの減量化にご協力をお願いします。　

　また、生ゴミは良く水気を切ってくだ

さい。

＊スチール缶・アルミ缶・ペットボトル

の資源ゴミは、貴重な市の収入となりま

すので、ポイ捨てしたりせず、良く洗っ

て収集日に出してくださるようお願いし

ます。

＊最近、発砲スチロール回収時に汚れた

まま出すケースが増えています。出す場

合には良く洗って汚れを落とし、砕かな

いでお出しください。

●問合せ／仙北市環境保全センター　

54-3305

総務省統計局
社会生活基本調査

　総務省統計局（秋田県）では、10 月

20 日現在で社会生活基本調査を実施し

ます。

　この調査は、私たちが日々どのくらい

の時間を仕事や学業、家事に費やしてい

るかや、過去 1 年間の自由時間にどの

ような行動を行ったかについて調査し、

その結果は、仕事と生活の調和（ワーク・

ライフ・バランス）の推進、少子高齢化

対策、男女共同参画社会の形成などの基

礎資料となります。

　10 月上旬から中旬にかけて、調査員

が調査世帯に伺いますので、調査の趣旨

をご理解いただき、調査票にご記入くだ

さい。

●問合せ／仙北市企画振興課

　 43-1112

東北電気保安協会から

8 月は「電気使用安全月
間」です

　夏は肌の露出が多くなり汗もかくこと

から、電気が流れやすくなります。

　また、暑さにより注意力が散漫になり

がちなため、関電事故が多くなる傾向が

あります。

　そこで、経済産業省では、毎年 8 月

を「電気使用安全月間」と定め、電気使

用安全運動が全国一斉に行われていま

す。電気安全に心がけましょう。

財団法人東北電気保安協会
http://www.t-hoan.or.jp/

平成 23 年度「道路ふれ
あい月間」推進標語入選
作品

　国土交通省では「道路ふれあい月間（8

月）」の推進標語を募集。5,276 作品の

中から選ばれた最優秀作品 3 作品の中

から小学生部門の作品を紹介します。

【小学生の部】「ふしぎだね　この道ある

くと　ほっとする」田村茉莉花さん（香

川県）

秋田内陸線
「笑顔で応援広告」大募集

　秋田内陸線では、中吊り広告で応援し

ていただける個人・団体を募集していま

す。あなたの『笑顔写真』で内陸線を明

るくにぎやかに応援してください。

●募集期間／ 8 月 31 日まで　●応援

広告料金／ 1 枚 1 カ月 2,000 円　●応

募特典／抽選で内陸線グッズなどプレゼ

ントするほか、投票による笑顔大賞には、

温泉ペア宿泊券を進呈します。詳しくは、

駅等に備え付けているチラシをご覧くだ

さい。

●問合せ／秋田内陸縦貫鉄道（株）本社

応援広告係　 0186-82-3231

自宅がキャンパス
「放送大学」学生募集
（10 月入学）

　放送大学は、テレビ・ラジオ（10 月

BS デジタル放送）で授業を行う、正規

の大学です。1 科目からでも学べます。

入学試験はありません。現在、教養学部

は全科履修生（大学卒業を目指す）、選

科履修生・科目履修生（1 年間または半

年間在学し好きな科目を学習する）、大

学院は修士選科生・修士科目生（1 年間

または半年間在学）を募集中です。

●募集期間／ 8 月 31 日（水）まで　

●資料請求・問合せ／放送大学秋田学習

センター　 018-831-1997　ホー

ムページ http://www.ouj.ac.jp
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　要介護認定の申請をして、「要支援 1・2」「要介護

1 ～ 5」のいずれかの認定を受けた方は介護保険のサー

ビスを利用できます。

◎「要介護 1 ～ 5」と認定を受けた方
　◆「施設サービス」を利用したい場合

　　　入所を希望する施設に直接申し込むことになり

　　ます。

　＊「要支援 1・2」と判定された方は利用できません。

　◆「在宅サービス」を利用したい場合

　　①「居宅介護支援事業所」へ連絡して、ケアプラ

　　　ン（居宅サービス計画）作成を依頼します。

　　＊「居宅介護支援事業所」は介護保険事務所ホー

　　ムページ（URL http://www.oskaigonet.or.jp/）

　　または市・町窓口・介護保険事務所にある一覧表

　　でご確認ください。

　　②担当のケアマネジャーにケアプランを作成して

　　　もらいます。適切な介護サービスを利用できる

　　　ように相談しましょう。※サービス提供事業所

　　　との連絡・調整はケアマネジャーが行います。

　　③ケアプランにそって「在宅サービス」が始まり

　　　ます。　

◎「要支援１・２」と認定を受けた方

　①はじめてサービスを受けられる方は「地域包括支援

　　センター」へ連絡して、介護予防ケアプラン（介護

　　予防サービス計画）作成を依頼します。また、これ

　　まで介護サービスを受けていた方で「要支援１・２」

　　と認定された方は担当のケアマネジャーに相談して

　　ください。

　②担当のケアマネジャーに介護予防ケアプランを作

　　成してもらいます。適切な介護予防サービスを利

　　用できるように相談しましょう。※サービス提供

　　事業所との連絡・調整はケアマネジャーが行いま

　　す。

　③介護予防ケアプランにそって「在宅サービス」が

　　始まります。

●問合せ／介護保険事務所　認定審査班　

　 0187-86-3912

　仙北市長寿支援課　 43-2281

　仙北市包括支援センター　 43-2283

要介護認定から介護保険の
サービス利用まで

西木温泉　クリオン　 47-2010

レストランかたくり「スタミナフェア」

●スタミナ料理で元気モリモリ！たくさん食べて暑い
夏を乗り切ろう！ビールにピッタリおいしいスタミナ
料理が続々登場！

生ビールフェスタ

●クリオンのおいしい料理と一緒に生ビールを樽ごと
飲み干そう！
　4 名様～ 8 名様にピッタリ…オードブルコース
　10 名様以上ならこちらがお得…卓盛りコース
　（樽生）・キリン一番搾り：7L 樽（約15杯）・15L 樽（約
　35 杯）　・アサヒスーパードライ：10L 樽（約 25
　杯）・19L 樽（約 45 杯）
　◆ちょっと 1品ほしい方へ追加メニューもご用意し
　ています。
　・カジカ唐揚 630 円・豆腐ステーキ 420 円  など
　詳しくは、クリオンまでお問い合わせください。
　＊上記価格はすべて税込み価格です。

株式会社　西宮家　 52-2438　

【レストラン北蔵】

● 8 月 5 日（金）～ 7 日（日）　
　手作りクラフト展　荒木和子（米蔵 2F）
● 8 月 26 日（金）～ 28 日（日）
　布小物展　柴田則子（米蔵 2F）

株式会社　花葉館　 55-5888

【レストランイベント】

●ステーキ祭り
　8 月 5 日（金）、6 日（土）18：30 ～ 20：30
　【料金】大人 4,500 円、小学生 2,300 円（飲み放題）

● 15 周年コスモスプラン感謝宿泊利用券

　8 月 22 日（月）～ 10 月 7 日（金）まで

　1 泊 2 食付　6,500 円（諸税込）

　＊３名様以上でお申し込みください。

【グラウンドゴルフ】

●月例大会／ 8 月 6 日（土）

　◆参加資格等／会員のみ・参加費 500 円
●納涼大会／ 8 月 21 日（日）
　◆参加資格／オープン参加　◆参加費／ 1,000 円

【期間中、毎日ラインバイキング開催】

　土日祝日に加えて、下記期間中は毎日ランチバイ
キングを開催します。ご家族ぜひご利用ください。
　この機会をお見逃しなく！
●開催期間／ 8 月 6 日（土）～ 17 日（水）
●受付時間／ 11：00 ～ 14：30（15：00 終了）
●料金／大人 1,575 円、小学生 840 円
　　　　幼児（3 歳以上 6 歳未満）525 円

株式会社　アロマ田沢湖　 43-2424

第 3セクター情報 介護保険事務所からのお知らせ

●大腸がん検診をまだ受けていない方

大腸がん検診の研究（比較試験）に参加しながら検診を受けませんか。

研究（比較試験）に参加すると、大腸がん検診の費用は無料になります。

●既に大腸がん検診の研究（比較試験）に参加下さっている方

「今年はまだ…」の方は、是非とも大腸がん検診を受診しましょう。

2 日分の便と一緒に「健康状態に関するアンケート」もご持参ください。

8 月の検診日程 受付時間 検診会場

1 日（月）

12：30

～

15：30

角館中学校体育館

2 日（火）、3 日（水） 白岩小学校体育館

4 日（木）、5 日（金） 雲然トレーニングセンター

8 日（月） 中川小学校体育館

9 日（火） 西長野交流センター

10 日（水）、11 日（木） 角館交流センター

18 日（木）、19 日（金）

22 日（月）～ 25 日（木）
神代市民体育館

26 日（金） 田沢交流センター体育館

29 日（月）～ 31 日（水） 生保内市民体育館

※ 8 月 23 日、30 日は午後 7 時まで受付けます。

『仙北市は、市民をがんから守りたい！』をキャッチフレーズに始まった

大腸がん撲滅キャンペーンも今年で2年目を迎えます。

定期的な検診受診が、あなたを大腸がんから守ります！

お問い合わせは、

「仙北市健康管理センター」へ

55-1112　

月曜日～金曜日　9：00 ～ 17：00

（祝日・年末年始を除く）

大腸がん撲滅キャンペーン
（８月の大腸がん検診）

８月の休日歯科当番医

● 7 日／高橋歯科医院

（大仙市角間川町） 0187-65-2238

● 14 日／祐生堂医院歯科

（仙北市角館町） 53-2268

● 21 日／仙北歯科医院

（大仙市福田） 0187-69-2828

● 28 日／井関歯科医院

（大仙市朝日町） 0187-63-8100

８月の献血日程

● 2 日（火）・成分

　・10：00 ～ 12：00

　　仙北市役所角館庁舎

　・13：30 ～ 16：00

　　健康管理センター

● 24 日（水）

　・10：00 ～ 11：00

　　北光金属工業（株）田沢湖工場

　・11：30 ～ 12：30

　　谷口石油（株）

　・13：50 ～ 14：40

　　角館消防署

　・15：10 ～ 16：20

　　さわやか桜館

●問合せ／仙北市保健課

55-1112

仙北市夏休み里帰りキャ
ンペーン

　6 月 25 日 に 設

立した「田沢湖・

角館観光連盟」で

は、冷え切った観

光業の難局を乗り

越えていこうと、

「仙北市夏休み里帰

りキャンペーン」

を実施します。

　在京のふるさと会、東京若杉会、東京

駒草会の会員の皆様には、ダイレクト

メールで、本キャンペーンご利用のお願

いをしています。

　市民の皆様も、ご親戚やお知り合いで、

上記会員の方がいましたら、ふるさとの

復興にご協力いただけるよう、お声掛け

をお願いします。

●問合せ／仙北市田沢湖観光情報セン

ター「フォレイク」　 0187-43-2111

仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」　

0187-54-2700
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3
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5

6
かくのだて絵灯篭夏まつり
■時間　18：00 ～ 21：00　

■場所　立町ポケットパーク・立町十字路～郵便局前路上

高野遺跡現地見学会
■時間　13：30 ～ 15：00　■場所　コミュニティ高野台グラウンド

7

地域防災を考える集い
■時間　13：30 ～　■場所　田沢湖総合開発センター

さわやか桜館夏祭り
■時間　16：30 ～ 18：30　■場所　さわやか桜館正面駐車場

飾山囃子実演
■時間　10：00・11：00　■場所　角館樺細工伝承館

8
9 仙北市戦没者追悼式

■時間　10：00 ～　■場所　角館交流センター

10
行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

11 社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　社会福祉協議会角館支所

12
全国高等学校総合体育大会自転車競技（ロード）
■時間　7：00 ～　

■場所　田沢湖畔～田沢湖高原

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　西木公民館

13
14
15 仙北市成人式

■時間　14：00　■場所　仙北市民開館

16 西明寺地区東西対抗野球大会
■時間　8：30 ～　■場所　西明寺中学校野球場

17

戸沢氏祭
■時間　13：30 ～　■場所　桧木内川河川公園（仙北市西木町門屋）

行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

社会福祉協議会　心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　田沢湖総合開発センター

18
19

20
第 42 回生保内節盆踊り
■時間　18：30 ～　■場所　仙北市役所田沢湖庁舎前駐車場

田沢湖図書館　おはなし玉手箱
■時間　10：00 ～ 12：00　■場所　田沢湖図書館

仙北市の行事予定

8月1日（月）～20日（土）

火

水

日

月

金

木

月

木

土

日

金

水

土

▼早く起きても眠くない。わくわ

くしながらラジオ体操へ。小学校

の頃の楽しみの一つが、通り道で

のカブト虫探しです。当時は週に

２、３匹は捕まえていたような・・・。

今、同じ道を通っても見つけられ

ません。環境の変化もさることな

がらあの頃のような熱心さが薄れ

たから。ちょっと寂しいような・・・。

（SA）　 ▼ 7 月 23 日、家に帰る

と花火の音が！所用で行けません

でしたが、たざわ湖・龍神まつり

の花火の音でした。各地で夏祭り

が開催されはじめ、８月も戸沢氏

祭や生保内節盆踊りなど、イベン

トがいっぱいです。（ＴR）　 ▼毎回、

様々な方に取材にお願いをし、お

忙しいところ対応してもらってい

ます。特集「神代地域」皆さんか

らお話をたくさん伺って、紹介で

きたのは神代の魅力の一部分。もっ

と上手にまとめられたらと反省。

北浦芸能伝承会高橋英雄会長はじ

め、たくさんの方に感謝いたしま

す。（YO）

編集後記

○○のつぶやき

火

水

24Semboku  City  Public  Relations

火

月

木

金

土

【仙北市社会福祉協議会へ】
半田　操 ( 生保内字造道 )　
伊藤洋介 ( 卒田字荒町 )
猪本庸一 ( 生保内字久保 )
武藤　篤 ( 桧木内字相内 )

　おたんじょうおめでとう  〈氏名（保護者）住所〉
佐藤  史

し お り

織  ( 大志 ) 田沢字先達沢

三上  瑛
え い た

太  ( 康介 ) 生保内字街道ノ上

鈴木  颯
そ う た

太  ( 明宏 ) 生保内字赤石

石川  昇
しょうご

吾  ( 秀昭 ) 田沢字沼田

髙橋  快
か い と

斗  ( 岳史 ) 梅沢字西田

髙橋  洋
よ う

生  ( 寛朗 ) 梅沢字樋口

進藤  鞠
ま り の

乃  ( 大輔 ) 卒田字中野

石郷岡  寿
す が く

学  ( 悠人 ) 雲然碇前田

佐藤  綾
あ や か

花　  ( 祐介 ) 八割坂ノ下

木村  光
み く

来　  ( 貴則 ) 薗田古川

草彅  拓
た く と

斗　  ( 拓也 ) 広久内下タ町

小野  唯
ゆ ま

真　  ( 昭晴 ) 上桧木内字堀内

佐々木  玲
れ お

旺  ( 太茂 ) 小山田字鎌足

佐藤  一
か ず ほ

穂　  ( 一美 ) 上荒井字田屋

ありがとうございます
善  意

( ６月受付分 )  敬称略

おくやみもうしあげます  〈氏名（年齢）住所〉
佐藤  寿　　  (39) 生保内字下高野

田口  サツ子  (75) 生保内字黒沢

田口  ミチヱ  (95) 生保内字十里木

田口  サイ子  (74) 生保内字下滝沢

田中  勝男　  (58) 生保内字武蔵野

阿部  貴美  　(75) 生保内字武蔵野

猪本  正民      (75) 生保内字久保

田村  ツナ  　(93) 生保内字四十程

田村  ヒサ  　(86) 刺巻字六枚

千葉  リツ　  (80) 潟字蛭児堂

千田  元雄  　(82) 田沢字打野

石郷岡  藤幸  (83) 田沢字高屋

大沼  安之助  (85) 田沢字供養佛

髙田  宗一　  (73) 小松字城廻

三浦  スヱノ  (90) 神代字竹原

大石  欣子　  (66) 梅沢字森腰

髙橋  昌一   　(78) 梅沢字樋口

黒澤  常雄　  (86) 卒田字上真崎野

眞崎  章　　  (81) 卒田字清水合

熊谷  隆三　  (78) 菅沢

髙橋  玉井　  (84) 菅沢

小松  秀子　  (67) 西下タ野

石郷岡  重雄  (70) 勝楽

辻  キワ子　  (89) 川原町後

小瀧  幸子　  (75) 東勝楽丁

太田  君子　  (81) 東勝楽丁

佐藤  キヨヱ (101) 横町

太田  正一　  (76) 岩瀬町

田口  サチ　  (84) 山谷川崎雫田

安達  忠治　  (86) 小勝田下川原

 　　　　　　　　　　　   
  

出生　２２人
死亡　４８人
転入　４７人　
転出　５５人

人口の動き６月   （前月比）　（前年同月比）

   人口　   ３０，０７５人　  （－３４）　（－４７１）
  （男）　　１４，１１１人　  （－１３）　（－２２７）
  （女）　　１５，９６４人　  （－２１）　（－２４４）
  世帯数　１０，８３０世帯（－　５）　（＋　１６） ６月届出分・敬称略

戸籍の窓口から

【奨学資金貸付基金へ】
武藤榮子 ( 梅沢字都野 )　

千葉  猛　　  (82) 西長野野田

鈴木  昇　 　 (83) 西長野野田

鈴木  励子  　(89) 西長野野田

伊藤  道嗣  　(67) 雲然田中

嵯峨  岩𠮷　  (81) 下延大瀬蔵野

辻  義章  　　(52) 八割字八割

菅原  一男　  (67) 薗田銭神

藤元  德　　  (79) 広久内字舟場

小西  光子　  (91) 上桧木内字中泊

浅利  カネ　  (90) 桧木内字吉田

赤坂  武次　  (83) 西明寺字佐曽田

小林  ミヱ　  (86) 小山田字鎌足

加藤  勇　　  (78) 上荒井字中屋敷

佐藤  シオ　  (94) 小渕野字稲荷田

洗
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を
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す
る
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濯
・
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槽
が
完
全
に
止
ま
る
前
に

洗
濯
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取
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す
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指
に
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ま
り
大
け
が
を
し
ま
す
。

　
ゆ
っ
く
り
し
た
回
転
で
も
危
険
で
す
。

藺藤博行 ( 上荒井字寺村 )
小松啓補 ( 岩瀬町 )
髙橋清太郎 ( 薗田大久保 )
細井正満 ( 山谷川崎黒森 )

一般社団法人
日本電気工業会

辰子役の勝田さん（右）と

八郎太郎役の明平さん（左）

（たざわ湖まつり）

坂本  晃
こ う し

志   ( 純平 ) 下菅沢

太田  寧
ね ね

々   ( 英樹 ) 小館

戸澤  穂
ほ の

乃   ( 伸晃 ) 川原若神子

鈴木  奏
か な

那   ( 克拓 ) 西長野熊堂

千葉  稜
りょうすけ

介  ( 博幸 ) 西長野熊堂

武藤  大
だ い あ

明  ( 一弘 ) 西長野桂渕

米澤  美
み つ き

月  ( 進也 ) 雲然荒屋敷
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